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【6.6.6.15】インドネシアにおける商標を対象にした権利状況調査                         

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

インドネシアの商標は、インドネシア知的財産総局（以下、DGIP）が提供する e-Status Kekayaan 

Intelektual、欧州連合知的財産庁（以下、EUIPO）が提供する ASEAN TMview、そして世界知

的所有権機関（以下、WIPO）が提供する Global Brand Database を使って調査することができ

る。2017年 1月現在、DGIPが提供する e-Status Kekayaan Intelektual のインタフェースはイン

ドネシア語のみであり、英語のインタフェースがない。いずれのデータベースも充分な収録状況ではあるが、

今回は、英語版のインタフェースを有し、ASEAN 全般を収録している ASEAN TMview を利用した事

例を紹介する。 

 

2）検索事例                                                                       

ASEAN TMviewの検索画面は下記 URL から接続することができる。 

http://www.asean-tmview.org/tmview/welcome （英語版） 

 

 

 

 

 

◆調査目的および対象商標 

調査対象例として下記の調査目的および対象商標を設定した。 

 

 

 

◆実践編 

ASEAN TMviewにアクセスし「Advanced Search」をクリックすると、以下のような検索画面が表示さ

れる。 

調査目的：開発した商品の商品名に類似するインドネシア商標が発見された。権利状況を確認する。 

対象商標：D002016031392（出願番号） 

商標、番号、名義、分類など様々な検索項目

の組み合わせ検索が可能なので、基本的にはこ

ちらを使う(Advanced Search) 

自社製品商標に類似する商標を発見した。商標権の侵害を

懸念している。まずやっておくべきことは何か？ 

Q 
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＜検索項目の解説＞ 

① Trade mark offices 商標機関 

② Trade mark name 商標名 

③ Application/registration number 出願/登録番号 

④ Trade mark type 商標のタイプ（３Ｄ、色、色の組み合わせなど） 

⑤ Trade mark status 権利状況 

⑥ Applicant name 出願人名 

⑦ Nice class 国際分類（ニース分類） 

 

これらの検索項目に適宜入力することで、インドネシア商標に対して所望の検索を実行することができる。 

 

調査事例 ＜権利状況調査＞ 

今回はインドネシアにおける権利状況を調査するため、下図のとおり ① 「商標機関」において【ID】

（ID Indonesia）を選択する。 

 

次に ③ 「出願/登録番号」に今回の調査対象である出願番号【D002016031392】を入力し、「検索」

をクリックし検索する。 
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検索を実行すると HIT した商標の書誌情報が一覧形式で表示される。HIT した商標の詳細情報を確

認するには「商標名」をクリックする。 

 

一覧に表示される書誌情報からも出願番号【D002016031392】の権利状況は「Filed(出願中)」であ

ることが確認できるが、商標名をクリックすることで下記のような詳細情報を確認することができる。 

 

＜詳細表示画面＞ 

 

この画面からは、 

Current trade mark status（現在の権利状況）に Application filed （出願中）、Status 

date(最新権利状況変更日)が 2016-06-27 と記載されていることから、出願日された 2016年 6月

27日以降は権利状況の変更はないことがわかる。 

 

３



pg. 4 
 

◆まとめ 

ASEAN TMview を利用すれば、商標番号などを手がかりにインドネシア商標の書誌情報および権利

状況を確認することができる。 

 

 

 

 

EUIPO が提供する ASEAN TMview を使用すればインドネシア商標の権

利状況調査を英語で行うことができる。 

WIPOが提供する Global Brand Databaseでも同様の調査を行うこと

ができる。 

e-Status Kekayaan Intelektualはインタフェースがインドネシア語のみ

である。 

Point 


